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詫紅い
昭和６３年度の活動をふヽり｀えって

〈情勢〉

　

抑判支術の追孝と医学の八ゆまない扁完に支えら封て。筋衆

　

エ

カ疹の焉療法は年毎（こ前進が滉られ，明乃い奇望が見土,ｊれろ

ようになり１し八。

　

しかし，一方では財政上々ヽら医療青抑判や福糾F諏めきりっ

　

●

め，洛種勇担の壇額･刻限の訊化など，矢つぎばやド私たちり

jE冶をμタヤかす条件か続出してμリ４す。

　

この猿な情勢゛を八だ静綬してしヽては医僥ヽ孫祉の浪逗はその

とどまゐどころを知りｊゼrん。今こそ友の会治動の會屡但を再

確認レ組織冶動の丸瓦と辰夫をはかﾘ二運動を前進ｙ

ればなクｊせん。

く北海道難病進･全回筋教加

　

体協議食(こＲご,征の関わりの中で匹

　

肋嘸力症友の会北海道文節弘匈の池蛤亀変ぐして会Ｑ狙諏

の郎こ向けての池動となりＪ寸。そうしてこの炎の会治動こそ

だ。すべての冶動の母体７｀めク。支久剤体欠くことの出，え,ない

す委な七ので冰り，凛かｊ伎割の尺さい乎･よ申すまヤもあり

せん。

　

しかし，私汽ちの震めているまを取店に反畝さぞ，行政を勅
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かず丿１余ｎり)非力ｔあリ４オ。それ丿気，Ｊク犬さ４幼衝

力か要求こyれｊす丿司政レベルでヽの課題解氏には全同的な紙大

々組織で貼戈４けれげ/ｆリ迂ぜん。

・

　　　

・北海送致病遠の偽広4町体いバ

　　　　　

私几今のえ邨は北善適難病遠の中にあっては｢T筋凍力症部合

●

　　

」ヒしへ叛禍連の事鵜勾をに廿幻理釦評議Ｆｔの他の妻

　　　　

蜀's送り士,し，絶痛迷の中心的な団体としてその役割を凛几し

　　　　

ズおりまｊ，

　　　　

全国山河を厄ない雛病七ン夕一の款置は敵両虎の治動内塵ｙ

　　　

洪に螢・的吋主,目されているところであり1了．ま八昨今の活

　　　

劾で･１陵統靫苧骨化症の認定問題で多大の或釆りえ杓八=ま;は．

　　　

持斧了べ｀さす績でありｊ才．

　　　　　　

し

・全圓忠省‥＆族区諒

　

ま/1.北海適雄病連(ｚＪ､Fヱの桶或国体として医療と掻祉の

匈Ｌヽ改薯い向けての面会請願行幼をほじヽめ、ふ種の低徊を陵

けX U1 If.

・全紺旅力征良の４（本邨八.の関わりの中で

　

を厦誄詞鍼次ｔをｉ大我（今印！東系）に代表S送リ，這

尿皺いう思ぶれ出ﾉ命漱の陥己灸担増丸）・中で戌し埓ろ最

犬の瀞力以って，他郎紅協力して１の綻か果だしこい球
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〈東部の活動〉

ｏ

　

ﾀな口６３郊度池動の拷も

　

の禰植行数

　　

３∂併（昨今ﾉ賀２ぶ吟）

　　　

促米の絹賤俵

　　

匙鯵しｆした．友の座の存在ダ二般に知られ池勅内港か政

一

　

胞し（ｎヽめた為ど結論つ附ろのμjF計でヽし祠か．

④新入合柔

　

イら右（昨牛度・7ぶ卜

　　　　　　　

●

　

ニ

　

新しい忠者jんａ゛かりヤだく、罹愚し１強牟も珪った方

　　

もＸ､衆ｙれました．

バ2i）会費痢入私ﾝ）６

　　

７／ぶ呻弗ﾉ欠抑片）

　

ニ

　

昨今度の納入実績い追じま七んでしZｙどうしてでしJ:

　　

リヽ．
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支部結戌ｎＦ呵年記念誌」．発刊

　　　

期倚と浅印を浹め八え恋誌､が多く.勾膏丿司と労力を費しマ

　　

やっと包蔵し足い≒マスコミや昨系極関ヽ図体・仝Ｑの●

　　

支援と協れ心っ７友り嗇の埋叫か拡丸し八雀は倉田ｔ方

　　

力川１代え叛心戌果が広っ/しものとかノヽit.

　

の

　

函偏地区の組織強化．

　　　

友､の会天仰の所在地（私梶ﾉから距離かμなれﾉ沁悛っ

　

て蚕かい梵ける恩恵や医療の九巣挟町からも遠ｙかり齢ラ

ご

　

とた心劃1遼けろこり咄来たい側心ソリま才ノ……
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中央と地方の差ｉでｊろ/７け扁めろ八めμ地区冶物の振

興が大切に/lrります。地己治動の振興によって医療や福植

の匈上九促ずことがでさﾐLすレ友の公活動の充実発泉ド

つなざります。

　

昨年飼唸九五ト春頴かかヽれ拉征連ふ館ひ即浜蛤

けりロ幻ろすになっ/乙まは，友の徽堆動弔)発展として位置

　

づ（することかでヽ･､きます。

⑤機関鎚「わだちユの発行

　

年問寮岡（予定完了ノ

０久却総会

　

ロト回（車糾池）

　　

桜のツら所：静内の槻経会Σ糸わてのり芦絵でしｒこ．友

　

支好評モし乱今僕の友の小行弗を実尨すう上々几心肺

　

剤こなりす・

③か征矢・医専誦涙蚕
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新入会ぬのつどい

　　

３月□ａ

　　

実施λ牛旧をむかもたつどい。

　

新しい薪心名で詑に宸族,瀕l馴染々り役瀕にょり開寺で

　

れた。祀の行事ｔ達って少≪聚て親道感力,Sヽれrこつｔ‘｀いか

　

賜長｡

⑩胞病連の申で取ﾘ組心行事。

　　　　

ニ

・多ｙりテーバザ，－ユー

　

･ff,j年を上回ら実嶺兄がダｊｙ八

　

’チｙリテ’クリスマス‥‘会場の碓痛がでさすす止－

　

゛晦万粛のバ厄ユンサート‥大さた惑勅の渦巻《すマ

　　　　　　　　　　　　

尺成功刹スめまし/ﾐ。
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自：1988年４月

　

１日

至：1989年３月３１日

部会名

　

筋無力症部会

一収入の部

科　　目 ８８年度予算 ８８年度決算 嫡　　要

会　費　収　入
り＆ｊ．ぷ７乙ﾌｉぞ9 y m> ーｎ弓α四阿

賛助会費収入
ぷぶ<??"' μぴど7Z7Zﾌ 一口／ｚｔや同

上部団体助成金収入

配分交付金収入
ぶ夕jzﾌJz7 Ｚ９～，rZrp 感知･Ｓを

参加養収入 ｚ右夕ｒ・ ．ｚＪクrs 恥兪、瓦心/,邑

寄付金収入
^O ■£rsrt> ヲ∂/g～ に応

協力会遭元金収入
･t^ ･ ozrt》 ぞ乙乙ぐ７？一口ぶタΓσＭ

募金箱還元金収入 ふ∂ダZﾌｐ /ぶ．μぶＪ

署名募金遭元金収入
ぐβZ7汐 // o/どﾌ

販売事業収入 -- x;i ypj i2.fl'?T!巴ダ//ぐぐー争奪λ／ぶｼﾞﾀμ

その他の事業収入
χクロぷぞ7） μぐ＆ぐ7?Z> - /帰陣舘夕f*' ^0^-Pr >/り戸

受取利，t収入 Jツ

雑　　収　　入
4乙ゐＭﾌ ／ぐ？タ

前期繰越金
／∂ぐぷヌり ／ぴぐ･£ﾕｰり

収入合計 λぶ必∂乙∂∂ ｚ９よぷぶ？９

万一

圃支t±icr>mi

科　　日 ８８年度予算 ８８年度決算 襖　　　要

会議費
ぷ4∠乙フタ汐□ ノぶ.?LL^ir

役臓会費
jlクタクタ タ／尹タ∂ ９回向戻か■■if'i-%--^i£･｛-。

中央会議費
／ぬ7，タ心 /3 3 <r/C 岑箆I泗,尽ヽ

難病達参加費
/o azが）

事業費
／以乙∠^ .tifs□ 々９／ﾊﾞﾌ１

総会一大会費
ぐJごと べー．「ン/7i'

楽七会/ぷタj7‰，瓦公タjﾀﾀりl

医療講演会 忖･arr.っ
ノ

検診相談会

機関紙・誌費
?0-m.バ） ｆフj｡λ乙z か面脊ぐ

指導パンフ

研　修　会

療育・交流会費 ／ぞ７．。｡り タβ,ぶぷ砂
lヽ゛げ.゛゛゛'

yCぷ._,g

実態調査費

地区育成費
4ど∂タrﾌﾝ /£>./'O １則･|唄加ぴ

相談碕補助
太一 ∃■<?■?･'ぷタ鉱・r-n if ■X:Jiヒ

活　岫　費
？βZ7Zrっ な／～μ∂ Ｘバージ兪恥番濤　TPC J*,

堵痢ふかぶみ。 夕ぴ17.ぴrn-C 一一 11ゐ口ぞ/Pio.vso内U.OOC!"'・＆t。

,･　辱兪 ノｊノ３＆ 裕江コいt叫ぼ乙

負担金 4ぷぶ７ｊｒや 必ぶン9yむ

全国会負担金
ぶβふS'ZrV ∂ぷｙ・タlft>尚‰肖薦。芦　乖有心６

難病運維持会費 ぶアフタ-pv ぶクタクタ
趾幽1ヵ0印乖

n　ぶ１沁 ぶβ四 ジタｒ「 Ｓ旭4ヽ

維持遍官費
夕ぶｊぴ□ ズｚ＆ぱ７

事務局費
ふB. iraで ａぶぶざク 母妬心

通信交通費
などｒｙ‘ロ りii..9&o 伺年収ぷ，座ぷ巴U -IS-

資　料　費
／ぶｒ？-り φ夕>o 蚤U々

雑　　　費
ぶノｒロ

積立金支出

予備費 必吋£、ｇ４ａ-。と沙ｐ

次期ｉ地金 ／夕∂／ぷヱ｜
睨　四　　郵　　’~ｇぷ匹
Jl^ -JoA ／ｇぐλなぞｼﾞgﾌ｡。*n*J/if

支出合計 ぶdV-o.cvて） /■9rXぶ乙９９
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議案(引

　　　　　

全回筋無力症友の帽ﾋ海道支部

　　　

昭刮ぶ3年度会計監を報告書

　　　

上記の件について。厳正Ｑろ監査の結呆，通正であること瓦

●報些いたし乱す。

会計監査
/

平成元年夕月忿日

－

ズ

　

子

ソル

８‾

か呵今、

酋
言



議東(引

単式元年良和右勧か針（:屎）

ｏ

　

全国箭無力症反の会本部，北海道難病速。|ﾖれ患庸一衣挨圈

　

体協樋会と洪に平和・ヽ普か八北東の剣道を目ぎして硬後り

　

し丿。§軋亙会泳陣の叛遥をくぃ止りろ逢勅に挙とし，

　

北海･遠の医療と福祉の発履の几か≒力ｙ合おやつ

　

しＥシ。

・－／く､ｒ悩んでｰいるか忽をなくし、全ヽての患奮jｸヽ一最も進んだ

　

治痛か受けられゐよ元死誠治箭の振興に七、つとめきレぐ

フ・

・磯閲誌「わだI吟」の俗耳通じて」くの患靖ヽ茨核とのつ

　

などリＵ鼠めjヽしょう。蓬た会員水の拡刻こつと釣よし岫。

ｏ

　

一人みとりの栗沢力沁ヽのつなボクお泉める八わけ，地域で

　

●

　

んj心れ集まクヤレドハニーシｊンをま順して厄ましょう，

・班病達嗚力奎の奈釧o入退勿りび)jれよう。一郡あ“友り

　

釧４え！れて兪の沌動を忍のろ利匹穴寸。

- ？－



部会名筋無力症部会

自：1 989年４月１日

至：1 990年３月３１日

一収入の部
科　　目 ８８年度予算 ８９年度予算 嫡　　要

会　費　収　入
,)な２∂∂∂ J.びぶ4ｙZ7 ｮ，ら４ゐａ〃

賛助会費収入
な∂.∂Z7∂ ぷ∂汐ぶ乃 一口／〃ｔロ円

上部団体助成金収入

配分交付金収入
ぷﾀ'A OSぶ タ／ヲｓ･ｐ ｔ栢助兪

参加費収入
／ｔぶぶ∂ £７，ぶZ7 気知友心政

寄付金収入
5?v5.n^∂ そぶ，。。Z，

協力衰運元金収入
ぐ∂力ヵ/7 .徊mﾌ 一口・a･12円寂疆刄応力心

募金箱遭元金収入
ふ∂．∂∂６ ノぐ・ぷTJ"齢必,１ゑ４Ｊｉ

署名募金還元金収入
ぐ.,９∂∂ ／ぐ‘〃ｒヵ

販売事業収入
刄む、ooo Ｊｐ，ぶV1> ぉ£nz応,1.

その他の事業収入
Z∂∂.∂∂∂ zttrD.tJt･） /f飢茸かぷ便.ぞｋ?心ｘヌ．奇

受取利息収入

雑　　収　　人
びjJ∂ 3｡＆ｊ？･

＼k≫£^tり、＆．

前期繰越金
ｚｆぐＺＩＺ） ／夕汐､/＆R逼1乞UI誌ぶぷj壁瓦

収入合計 ぶ.∂u-c ceo j/S^t-ovx.ｺ･
皿－Ｊ-~ｒ　　・，圖支出の部

-

科　　　目 ８８年度予算 ８９年度予算 摘　　　要

会議費
/^UC./r.ぶぶ ａ弓∂ぷ７ｐ

役員会費
汲∂∂ぶ∂ タC 6'PC ぬ盈ヒ晋汰粟吠｀皿‘一代に

中央会議費
y&~o.o.｡２∂ /tv rr∂ ぞ図私む　兪自丿戈兪斟

難病連参加費
／∂ぶぶ∂ ／ク次次回

-

/ 0 -

皿まこ1=Ｕ乙て）吝11

科　　目 ８８年度予算 ８９牛皮F算 嫡　　　要
事業費

/ AlA夕･？∂∂ /.ぶり夕rZﾌ
総会一大会費

夕"Zi.coo ^i? ci>p

全道集会参加費
７　φ-。っ．ｩ．り．っ

^o.^wo
医療講覆会 ｊ
検診相談会

機関紙・誌費
yc /?/^/ぶ ｳﾝヮぶ刀乃

指導パンフ

研　修　会

療奪・交流会費 ｚらz｡。。 一一 導者.）小雨糾ぷTJし偏ヽ知。
実態調査費

地区育成費
μ乙?.CCD 44ぶぶ７でjｱP･l・収4t

相談祠補助
S７､∂∂∂ ぬｸぶβι7 必4a、冷酒どλ。

活　勅　費
3e>.^^0 ４ぶ汐ｙＺｉみｔ．丁吋砂

改心蚤ま乙金銭

/ぐil奪z，修４

？∂ひ.Ct/D Ｚｺ3∂.ぶ万71 印ふ|政｀

(Xe eTZ> で万考，７と･－4色

負担金
(i£7.Sev 4ごｇﾀ､STC

全国会負担金
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函館争

　

山嶮影粒さん

　

いつも．わ頻り乞１砿ｙうご？'い４゛ず./釧回ａ薦聚,や交流浪に療加でさ

飢順が雅和1こ息いまず，き林とのふれ合しり嫌にし弗で肴翰だ＜求う々

第で寸．忽きアにぐイス，又は人ｙ人のふれ洽いに哨拝に少しで゛も乏

つヽ'ぐ参尺澗ﾌﾌで唇りまフこ

　

この沈にぼせ協多７７したいと思しは呪

乗常郡一庸件少力んこ

ぷ秘中－

　

Ｅ函加7恥ん

唇吋

　

今･ま作しい孝斧なので湧し訳あ

縁せん.欠席しま才．

今丿竹.痢鵬も良く．日々暮らして

て々うが‘魂躍フて下さい。

池島有一宮下笑牧子さん

餌眸

　

討山浦応

力貯

　　

山田

　

息子の転齢乙吽聞東京ダ浦

か4寺になり哀した。

　

乖膜したら反几。よろしく

み瀕い孜しjす。

お叫茸ご元哉μ４乞し
ておりまず≒

　

乎なさん．玄え戈ｒ寸々いフも

必世籾になり．ありか゛とうｚぎりＪ

す.乙抑ヽらもよろ乙＜お纒い叙は凭

　

皆さl.お4戈)りなく．希醵ぞぷｇ

にかれろ江を.奈呼にしてして、

がりぷしｰだがレ和船･行象丞μ溥

事４重妁、本や球祐さゼｌ㈲症

単乙盛叙7などやかな会ｒ｀あ賤

にじを底じます

稗黄/年か幻ﾐ1μ拓

は､デレド＝こンμ四ヽﾊﾞﾀﾞﾌﾟﾝμ礎

てヽす彦砂が｀グ四/こ牡夕仁

丹郷アフタ与八万大戦

口匹／令うかに々ぞラ邦にい剱t

才すかんばｙｿ二ひ西り

　

必佛肇きんは/ヶ/ｹﾌ争恰

　

飼礎.Cだぞラてす

　　

がン/ふアネー

割



毎諭氷河筏
素子

　

張紳・ことなど、硬張つて

ヅフれ石との事。ぶ両魏?5ゐ沈

気でlお互い獅仔あ７で犀らレ

てしうれろようでイ、

　

営さんによろしくどのｲr玖苫ご

し化。０月･のみ但）

岸町一享野沃子さん

　

ぽ耶團窓号．阪羨のみび潭

水あ介奏びｊ貿ず心Ｃかか４んン

こ借芦秤六大

　

希ヵヽ○斤下傍系で泳既して

応りＪし7乙

　

悼荷とふ冷い翁凍名のを雅し

み.匝して応ソ凌ず，

　

ぐ如池ｔｙターヘタヽカ遼りから）

律調后ヰリ琳ご戸むて４れませんづT丿レヘ’ンマすぐ４か黄φヂ

筆ざにし炭しで≒今心墜がﾉﾀﾞｲ手なしIJずのｔ咀う４１４巾ＳＪｉＡ..

　

。ｔ７是之ろので白呼ヽてことを書レにている巾安糾｀゛肘せん．

　

は叫らい埋守で･ロビー

　

したい辻ぞし汽，）

面ざー

秀･・なり、

あ巷茎岸子さん

ほフ乙してし偕ブ，

次９ら款へ乙，沈が琥匹し．

気爵１７ルブレ

　

てづ布い・がた喪ンクの，

陶ふでず，で心色冷レてレほ

すい牡う檀隋部ゼず，

燧 蚤覗町－お圀荒で沁ん

　

ｌ術して3今回Ｋφﾉまし花。

侑後剛聯に謁えし乙涜だ（

鱒休ギイ？ろように征緊栴

気じよ影１７？あフて望丿心

しこい才ず。

石谷古諮叛ﾄ
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劉6回難病患者・障害者ど定族の全道集会

　　

ﾊﾞＳレの

　

お

　

ぐ1

　

そ

　

い

　

現在のとこわ参如申し込みヵ嗜外に少皿く苦慮してμク

ま八どうぞ･。ご鴎方ヽご大破をお顧しへしま寸。
－一一 － ･ - - M ● ● ･ ←

●

　　

一昨年全道番えヵヽら工-ﾄじり力号で釧路に廉まっ八,感動の全

　　

遵集会回目続≒今午は十勝川過か夥多おこ開催丿八ま乱

　　

又,柿泌の潤「黙利潤」対耽も組み込」れべい迂す。

　　　　

今気での全道集則こ参加し八方の惑働の言莱に忘れうことが

　　　

出来ﾐt他ん。“生れてはじめて銀仁r乙しまし八。゛’生々て

　　　

いる事の寸ば｀らし！をこん刎毒kく感じた事はありよ迂ん･J

　　　

‘恂ｽﾞ乱こ参ねして病帽こ琲すろ自応がついに,等ペト･ヽ。

　　　

そ八と伺時ぺ全遺来会を適して開催地におけろ£疾ヽ福祉

●

　

面り階上に九さく,貢献していろ事七兄牛ｙすこリヽ≒が,れまぜん。

　　　　

ヤ駱出よ同今忠魂の登員もデなく，全適から琉ムの友だろド

　　　

集ｌるのＤ叫岑引こしています。匈分のためダけでなく，明か

　

’

　

ろい惚み牡七会１築く/ﾐめの力の楠集である事に乱唇い１致

　　　

して，ふろってご奉加く匹こい。

　　　　

特い十勝地区とその近ぐの方心回し万淳μ練り今わでの上

　　　

ご参加くｙjいますよlj、乃雁りヽしま寸。

　　　　　　　　　　　　　

p ■?



　

全径集会の分漸会では、前方、ﾒ7鉄の分特会も闇夜します・

この分外1たで次のように医療講演Ｕ于ない圭J.。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一一

ｑれ

　　　　

講師

　

脇立療養館粘腿爾鳶院仲経内稀

　　　　　　　　

土井静有光生

よ好光生は血漿4こ使については，この遠の峯一人者でｊ。●

1１qの画期的帽2療洵こ悟浪すゐでめｙｹと迩図でれてしヽろ皿

漿交侠療法､が、どこま々研宛が叱められ八のぶヽ／そしてその鎗

泉の見通しは？

　

八こ｀ぶ)躍ろ思）で嫡嫡ﾉｙ縄でざ奴１１.1

　　　　　　　　　　　　　　

･●'･

<註〉
Ｑ全道屎会よ内名］卜ついてf貳「H

S K. /J Lれんニ血悩）

　　

の3?心－ジをごら乙下さい。

　　　　　　　　　　　

几

　　

・申し込みにいか心戴ル,汗面封の順色のハガそをご利用

　　

く八にい｡下回翔1ﾖは過ｙまし首Ｆ，１息七してい/’こだけ●

ぼ．ｔだ呵とか几リま１．

　　　　　　　　

’

　

･．

・尽明な肖､は

　

道組病連J､プい1反の座ヽ零務今改の東方

果旬子ドノトリぶ一牟匹クリヤご連絡Ｌ
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－２牟一
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新商蜀のご紹介一一一一一よろしくね

さん

容聡非所或靭お匍大路諮

木田右才子仏
洒ｋﾉ

・一利･l

　

カヨ

・村木ミョ

，擢九



－

　

ご？

へ~Ｊ

マ

めとがさ

・全道集会のＬｊそいが息Σ番寸ろ事と延会の祭告心とて紙教

　

に余祗力勺いために、か約東の医学誌からのコヒ･－は次血こま

　

わしj､し八。μ寅ろレ（庁いヽ。（指口）

・久しぶりに発遠の作業を手伝いました。m'＼ (東谷,jんの句

　

ざ出来上石のを待多乍（折りこたみ，ロと手をせつ廿と動か

　

して楽しく働いた牛日です。（中道）

ｏ

　

ムどし雨で，筑を出ふのμおっくうでし八べぱ事ｌやリ出

　

すと結構元気が出てさj:した。しげらくお会いしマない方，手

　

務所々ヽ几会いし１し元

　

（飯木〉

ｏ

　

いつもは折り込み製衣のお手伝いμけでし八か，今回はれ囚

　

行でりの原稿がさがめったのでノうよっとさつかつ/ﾐです，で七

　

皆ぐんの励よしに炎九られて旅行できたこと本当によかっ忌と

　

感奮しています。

　　　

（あ図）

ｏ

　

東猷£の近郎遊んでいてタつも鮭血彰:･の畑:事のことを伺って坦はしにそれ

　

で晋at北めて吋伝心竹で吋球ｙ凛しく遇ごきぜてい句でさまし≒皆りり

　

ぞふ体と欠陥ふ過ご｀し下乱≒

・いつものことやら，拡り出レこもどリ印刷舎していまて。皆

　

礒お便り下つしぺ

　　　　

（見谷）
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